
 
令和３年 ５月 ３１日 

厚生労働大臣 殿 
 
 

機関名  京都経済短期大学 
 
                      所属研究機関長 職 名  学長 
                                                                                      
                              氏 名  髙橋 弘           
 

   次の職員の令和２年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名 厚生労働科学特別研究事業                             

２．研究課題名 新型コロナウイルス感染症の影響下における災害時の情報通信技術を活用した被災者の情

報収集・支援システムの開発と実証に向けた研究                   

３．研究者名  （所属部署・職名） 経営情報学科・専任講師                     

    （氏名・フリガナ） 菅野 拓・スガノ タク                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □ 
 

□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 □ 無 ■（無の場合はその理由：規定が策定されていない      ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 □ 無 ■（無の場合は委託先機関：一般社団法人日本家族計画協会  ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 ■ 無 □（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



 
令和３年３月３１日 

厚生労働大臣 殿 
 
                              機関名  学校法人芝浦工業大学 

 
                      所属研究機関長 職 名  理事長 
                                                                                      
                              氏 名  鈴見 健夫         
 

   次の職員の令和２年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  厚生労働科学特別研究事業                            

２．研究課題名  新型コロナウイルス感染症の影響下における災害時の情報通信技術を活用した被災者の  

         情報収集・支援システムの開発と実証に向けた研究                       

３．研究者名  （所属部局・職名） システム理工学部 准教授                    

    （氏名・フリガナ） 市川 学 ・ イチカワ マナブ                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 □ 無 ■（無の場合はその理由：本学利益ガイドラインによる    ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



利益相反ガイドライン 

１．目的 

学校法人芝浦工業大学利益相反ポリシーに基づき、利益相反管理委員会は利益相反のマネジメントを行

うにあたり、利益相反の概念を整理し、申告要否基準となるガイドラインを定めるものとする。このガイドライン

は、具体的な利益相反対象を明示することで教職員の利益相反に対する理解の醸成を図り、適切な教育研

究活動及び産学官連携活動（以下、「産学連携活動等」という）の環境を整えるものである。 

 

２．利益相反の概念 

  マネジメントする利益相反は次のとおりである。 

（１）狭義の利益相反 

  教職員又は大学が産学官連携活動等に伴って得る利益（兼職の報酬、特許のライセンス収入、等）と教育・

研究という大学における責任が衝突・相反している状態（教職員個人が得る利益と教職員個人の大学におけ

る責任との相反も含む）。 

（２）責務相反  

  教職員が主に兼職活動により企業等に職務遂行責任を負っていて、大学における職務遂行の責任と企業等

に対する職務遂行責任が両立しえない状態。 

※双方合わせて広義の利益相反という。 

 

３．対象者 

  本法人を本務先とする全教職員 

 

４．対象となる活動及び申告要否の基準 

４．１ 対象となる活動 

利益相反において対象となるケースは、産学官連携活動等において、学外機関から利益や便益を受ける、

又は、学外機関に対し責任を負う、等の場合である。具体的には次の各号のとおりである。 

（１）学外機関と共同研究又は受託研究を行っている場合 

（２）学外機関から研究奨励寄付金を得ている場合 

（３）学外機関から研究設備、物品等の供与を受けている場合 

（４）特許等の知的財産権のライセンス収入を得ている場合 

（５）親族（二親等以内※）が学外機関の代表権を持っている場合 

（６）兼職を行っている場合 

（７）その他、学外機関から金銭や物品の供与、又は、何らかの便益を受けている場合 

※二親等：祖父母、兄弟姉妹、孫、配偶者の祖父母、配偶者の兄弟姉妹 

 

４．２ 自己申告による届出要否の基準（ガイドライン） 

利益相反の対象となる活動（４．１）において該当する学外機関との関係が、次の各号に該当する場合、教

職員は利益相反ガイドラインに関する届出書を利益相反管理委員会に提出するものとする。ただし、４．１

（５）に該当する場合は、４．２（３）の状況のみ確認を行う。 

（１） 一学外機関あたり、年間 100 万円相当以上の個人的収入を得ている。（兼職の報酬、謝礼、研究助成、

知的財産権のライセンス料等、個人で受けている収入、または、供与を受けている物品の相当額）。 

（２）発行済上場株式、非公開株式、新株予約権、転換社債等を保有している。 

（３）大学の経費を使って、一学外機関あたり、年間総計 200 万円以上の物品等を購入している。（業者選定

委   

員会を経ているものは除く） 

 

５．参考資料 

   （１）利益相反ガイドラインに関する届出書 提出判断フロー 

   （２）利益相反ガイドラインに関する届出書                                                

   以上 



 
令和 ３ 年 ５ 月 １３ 日 

 
厚生労働大臣 殿 
                                                                                               
                              機関名 国立大学法人浜松医科大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学 長 
                                                                                      
                              氏 名  今野 弘之           
 

   次の職員の令和 2 年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管

理については以下のとおりです。 

１．研究事業名  厚生労働科学特別研究事業                           

２．研究課題名  新型コロナウイルス感染症の影響下における災害時の情報通信技術を活用した被災者の 

 情報収集・支援システムの開発と実証に向けた研究                 

３．研究者名  （所属部局・職名） 医学部・教授                          

    （氏名・フリガナ） 尾島俊之・オジマトシユキ                     

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □ 
 

□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

 





３防災研推第１９４号 
令和３年５月３１日 

厚生労働大臣                                         
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
 
                            機関名 国立研究開発法人防災科学技術研究所 

 
                    所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                            氏 名 林 春男             
 

   次の職員の令和２年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名 厚生労働科学特別研究事業                             

２．研究課題名 新型コロナウイルス感染症の影響下における災害時の情報通信技術を活用した被災者の情

報収集・支援システムの開発と実証に向けた研究    

３．研究者名  （所属部署・職名） 国立研究開発法人 防災科学技術研究所 災害過程研究部門     

    （氏名・フリガナ） 松川 杏寧  マツカワ アンナ                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □ 
 

□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 □ 無 ■（無の場合は委託先機関： 一般社団法人日本家族計画協会 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 




